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《インフルエンザ予防接種を受ける方へ》

１　インフルエンザとは

　　A型またはB型インフルエンザウイルスの感染を受けてから１～３日間ほどの潜伏期間の後に、発熱（38℃以上の高熱）、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛・関節痛などが突然
　あらわれ、咳、鼻汁など上気道症状が続き、約１週間程度で軽快します。「かぜ」に比
べ全身症状が強いのが特徴です。特に高齢者や呼吸器、循環器、腎臓の慢性疾患があ
る人、糖尿病などの代謝疾患、免疫機能が低下している人では、原疾患の憎悪ととも
に、呼吸器に二次的な細菌性感染を起こしやすくなり、入院や死亡の危険が増加しま
す。
2　予防接種の効果について
　　現在、国内で用いられている不活化インフルエンザワクチンは、感染を完全に阻止
　する効果はないが、インフルエンザの発病を予防することや、発病後の重症化や死亡
　を予防することに関しては、一定の効果があるといわれています。
３　接種について
　○　対象者：那須町内に住所を有する方で、接種当日以下の条件に該当する方
①　65歳以上の方
②　60～64歳の方で、心臓や腎臓または呼吸器の病気や、ヒト免疫不全ウイルス
（HIV）による免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方
　○　助成金額：上限4,400円（県内の契約医療機関で接種する場合、無料になります）

※4,400円を超える場合、超過分は自己負担になります
　○　接種期間：令和８年10月1日～令和９年３月３１日の期間内で一人1回限り
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４　予防接種を受けることが出来ない人

　　①　明らかに発熱のある人(通常37.5℃以上)

　　②　重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人

　　③　インフルエンザ予防接種に含まれる成分によって、
アナフィラキシーを起こしたことがあることが明らかな人
④　その他、医師が予防接種を行うことを不適当と判断した人
　　　　　
５　予防接種を受けるとき医師とよく相談しなければならない人

　　①　心臓病、腎臓病、肝臓病や血液、その他慢性の病気で治療を受けている人

　　②　今までにけいれんを起こしたことがある人

　　③　今までに免疫不全の診断がされている人及び近親者に先天性免疫不全症の人が
　　　いる人

　　④　間質性肺炎や気管支喘息などの呼吸器疾患がある人

　　⑤　インフルエンザ予防接種の成分または鶏卵、鶏肉、その他鶏由来のものに対してアレルギーを起こすおそれのある人

６　予防接種後の注意

　　①　接種後30分間は、病院にいるなどして様子をみましょう。また、接種後24時間は副反応の出現に注意しましょう。

　　②　入浴はできますが、注射したところを強くこすらないようにしましょう。

　　③　当日は注射したところを清潔に保ち、激しい運動や大量の飲酒はさけましょう。

　　④　万一、高熱やけいれんなどの異常な症状が出た場合は、速やかに医師の診察を受けて下さい。
７　副反応

　 注射したところに、赤み、はれ、痛みが出ることがあります。また、微熱、悪寒、
頭痛、全身のだるさなどが現れることもありますが、通常2～3日で治ります。　　　　　　　　　　　


　
定期接種用（那須町）





裏面もご覧ください





※予防接種による健康被害救済制度について


定期予防接種による副反応で医療機関での治療が必要になったり、生活に支障がでるよ


うな障害を残すなどの健康被害が生じ、インフルエンザ予防接種と因果関係がある旨を厚生


労働大臣が認定した場合は、予防接種法に基づく補償を受けることができます。


健康被害の程度に応じて、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金、遺族一時金、葬祭


料の区分があり、法律で定められた金額が支給されます。





那須町保健センター（ゆめプラザ・那須内）


那須町大字寺子乙2566－１


電話　0287-72－5858








